
第11回岩内町長杯全道少年U-10
サッカー岩内大会

ゴールをめざせY

　7月19日～21日、岩内町運動公園サッカー場で全道少年U-10サッカー岩内大会が行われ、函館地区の予

選を勝ち抜いた八雲のチーム「SSS八雲U-10」を含め24チームが参加し、激戦を繰り広げました。

　「SSS八雲U-10」は予選リーグを勝ち抜き、決勝トーナメントまで進みました。

　江差信金（藤谷直久理事長）と町は、7月28日、熊石地域の高齢

者の地域見守り協定を締結しました。協定は信金職員が定期積立

金の集金などで熊石地域の高齢者宅を訪問した際に、郵便物がた

まっているなどの異変に気付いた場合、町住民サービス課や警察、

消防に連絡するというものです。同信金では地域貢献の一環とし

て高齢者の孤独死防止を町と連携して行うべく、営業所所在地の

10市町と協定の締結を進めており、八雲町は6か所目となります。

江差信用金庫と町の高齢者等の
地域見守り協定締結式

住民が安心して暮らせるようにY

　7月16日八雲署落部駐在所連絡協議会は、落部

地区の国道5号線沿いで、交通安全をアピールする

「旗の波作戦」を行いました。落部連合町内会の

住民や落部小学校の児童約200人が参加。黄色い

旗を持って歩道100mにわたって並び、通過する車

に安全運転を呼びかけました。

　また、7月24日東野地区の国道５号線沿いで、

野田生中学校の生徒約30名が参加し、交通安全の

街頭啓発を行いました。生徒は、交通安全に関す

るチラシなどを渡しながら「スピードダウンをお

願いします」と呼びかけました。

旗の波作戦・交通安全
街頭啓発運動

交通安全願ってY

　7月18日、熊石総合センターで、北海道認知症

の人を支える家族の会の第25回道南ブロック研修

会が行われ、道南各地から約130人が参加しまし

た。「熊石介護者と共に歩む会」の岩佐陽子さんに

よる介護体験発表や手話コーラスなどが行われたあ

と、江差町の曹洞宗・正覚院松村俊昭住職による講

演会が行われました。松村住職は「今は苦しいかも

しれないけれど越えられない試練は無い」と聴衆に

語りかけました。

北海道認知症の人を
支える家族　
第25回道南ブロック研修会

介護の悩みは千差万別Y
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